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『望恨歌』『望恨歌』
全三回の事前講座全三回の事前講座

能と聞けば能と聞けば、分かりづらく分かりづらく、重く重く、敷居が高いというのがという一般的な通念ですが敷居が高いというのがという一般的な通念ですが、
能でなければ表現できない世界があります。日韓で深刻な問題になっている「徴用工―能でなければ表現できない世界があります。日韓で深刻な問題になっている「徴用工―
朝鮮人強制連行」がテーマの能『望恨歌』をより深く理解し朝鮮人強制連行」がテーマの能『望恨歌』をより深く理解し、感動して頂くために、感動して頂くために、
重く難しいことを易しく重く難しいことを易しく、易しいことを深く易しいことを深く、深いことを面白く解きほぐし深いことを面白く解きほぐし、鎮魂の芸能鎮魂の芸能
としてのとしての能と出会って頂くための講座です。能と出会って頂くための講座です。

第一回　第一回　4月 3日4月 3日（水） 18時30分（水） 18時30分

１、能とは１、能とは
２、能の歴史は新作能の歴史～『望恨歌』の詞章を読む２、能の歴史は新作能の歴史～『望恨歌』の詞章を読む

講師　鵜澤 久　大倉源次郎　笠井賢一

第二回　4月10日（水） 18時30分第二回　4月10日（水） 18時30分

１、詩人　多田富雄１、詩人　多田富雄
２、多田富雄の新作能　　２、多田富雄の新作能　　

講師　赤坂真理　笠井賢一

第三回　4月17日（水） 18時30分第三回　4月17日（水） 18時30分

１、歴史的背景　　　　１、歴史的背景　　　　
２、新たな一歩の為に人の痛みに立ち帰る２、新たな一歩の為に人の痛みに立ち帰る

講師　外村 大　中沢けい　笠井賢一

◎参加者の方には、『望恨歌』の詞章を差しあげます。◎参加者の方には、『望恨歌』の詞章を差しあげます。
◎『望恨歌』（4月20日）の公演のチケットを購入された方は入場無料ですが、当日資料代実費として500円頂戴します。◎『望恨歌』（4月20日）の公演のチケットを購入された方は入場無料ですが、当日資料代実費として500円頂戴します。
能公演のチケットお持ちでない方の入場料は各回1500円（資料代含む）能公演のチケットお持ちでない方の入場料は各回1500円（資料代含む）

◎講師プロフィール（五十音順）
赤坂真理赤坂真理　作家。代表作に『ヴァイブレータ』（廣木隆一監督、寺島しのぶ
主演で映画化）『東京プリズン』（毎日出版文化賞、司馬遼太郎賞、紫式部
文学賞）等多数、『多田富雄コレクション4』（藤原書店刊）に解説を書いている。

鵜澤 久鵜澤 久　観世寿夫記念法政大学能楽賞受賞。その受賞理由に「鍛え抜
かれた的確な技と作品に対する鋭い感性によって、性別を超えた独自の芸境
に達している」とある。今回『望恨歌』のシテを勤める。

大倉源次郎大倉源次郎　小鼓大倉流十六世宗家 父大倉長十郎に師事。重要無形
文化財各個認定（人間国宝）。古典の最奥の老女物から新作能まで幅広く取り
組む。多田富雄新作能も多く手掛ける。観世寿夫記念法政大学能楽賞受賞。

笠井賢一笠井賢一　演出家・劇作家・能楽プロデューサー。銕仙会の能楽プロ
デューサーを長く務める。古典と現代をつなぐ演劇活動をする。多田富雄作
品の演出を多くしている。アトリエ花習主宰。

外村 大外村 大　東京大学教授、日本近現代史。在日朝鮮人史の研究、近代日
本をめぐる人の移動の研究、植民地期の朝鮮社会の研究などを課題とす
る。高麗大学留学。著書に岩波新書『朝鮮人強制連行』。

中沢けい中沢けい　作家、法政大学教授。高校在学中に書いた「海を感じる時」で群像新人
文学賞。著書に『野ぶどうを摘む』『女ともだち』『豆畑の昼』等多数。『楽隊のうさぎ』が
鈴木卓爾監督で映画化。BRC（放送と人権等権利に関する委員会）委員をつとめた。

お申し込み・お問い合せ　℡090-9676-3798（アトリエ花習）お申し込み・お問い合せ　℡090-9676-3798（アトリエ花習）
会場　国立能楽堂  二階  大講義室会場　国立能楽堂  二階  大講義室

「能と新作能」「能と新作能」

「多田富雄と新作能」「多田富雄と新作能」

『望恨歌』をめぐって　望恨歌』をめぐって　

（東京都渋谷区千駄ヶ谷4-（東京都渋谷区千駄ヶ谷4-1818-1　TEL03-3423-1331）-1　TEL03-3423-1331）
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